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１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 
  
  売上高、営業利益及び経常利益の会計処理の方法の 
最近連結会計年度における認識の方法との相違の有無 

 

 
： 無 

 
２．平成１６年３月期第３四半期業績の概況（平成 15 年４月１日～平成 15 年 12 月 31 日） 
 
（１） 売上高、営業利益及び経常利益 
                                           (注)記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 売上高 営業利益 経常利益 
（参考） 

持分法投資利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 

16年 3月期第3四半期 253,462 ― 7,724 ― 12,071 ― 7,465 

15年 3月期第3四半期       ― ―         ― ―         ― ―          ― 

(参考)15 年 3 月期 312,119  1,907  2,901  5,697 

（注）①売上高、営業利益及び経常利益は、当該四半期までの累計値であります。 

②パーセント表示は、前年同四半期比増減率を示すものですが、当第１四半期より四半期業績の開

示を行っているため、前年同四半期実績及び増減率につきましては記載しておりません。 

 
 
［売上高、営業利益及び経常利益に関する補足説明］ 

当第３四半期まで（平成 15 年 4 月 1日～平成 15年 12 月 31 日）の業績は、全般的に概ね順調に推移

し、売上高 2,534 億 6 千万円、営業利益 77 億 2 千万円、経常利益 120 億 7 千万円となりました。 

当第３四半期は、セグメント別には、ともに円高の進行による収益悪化要因があったものの、化学品

ではキシレン系製品の需要は堅調に推移しました。また、メタノ－ル市況が比較的高値で推移したこと

で持分法投資利益は順調に推移しましたが、メタノ－ル系製品はコストアップ要因となり営業利益幅を

縮小しました。工業薬品類は需要が弱含みで推移しました。 

機能製品では電子材料製品は引続き需要回復により好調に推移し、エンジニアリングプラスチックス

も堅調に推移しました。 

            

 

 

 
 
（２）当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象 

該当する事項はありません。 
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３．平成１６年３月期の連結業績予想（平成 15 年 4 月 1 日～平成 16 年 3 月 31 日） 
 
当期の業績予想は、概ね計画通りに推移しており、平成 16 年３月期中間決算発表時の業績予想を修正し

ておりません。 
  
     （参考） 平成 16 年 3 月期業績予想 （平成 15 年 11 月 18 日発表） 

 
予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益

１株当たり 
予想当期純利益

 
通      期 

百万円 

332,000 
百万円 

     13,500 
百万円  

9,000 
円    銭 

19  46 

                
     通期予想営業利益  10,000 百万円 

 

 
    上記の予想は、本資料の発表時現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり､実際の業績は、 
  今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

                                                        以  上 

 
 


